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CCC はボランティア活動を通して学生が学外のコミュニティ

（地域）に参加し、地域の方々と協働するなかで活きた知識を学

ぶことを支援する、2006 年 9 月よりスタートした新しい教育

機関です。 

ボランテイア活動などを推進し、学生が積極的に社会と関わり

ながら大学で学んだ知識を地域に活かせるよう支援しています。

今までに、多くの学生がＣＣＣを通して様々な活動や企業と連携

した企画に参加しています。 

                               地域に根ざし、世界に開く 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

内閣府主催 『第 34 回東南アジア青年の船』に参加  5/13（長久手キャンパス）、5/14（星が丘キャンパス）

文化創造学部４年生 大薮里奈さん

＜報告者の声＞ 

私は、昨年 10 月～12 月に『東南アジア青年の船』に参加し、船で各国の 

参加者と共同生活をしながら、寄港先での現地首脳訪問やホームステイを通して 

生きた国際交流を体験しました。その時の自分の活動を学生のみなさんに伝える 

良い機会になり、多くの方に興味を持っていただきました。何かをきっかけに 

自分を変えたいと思っている人に、１歩前に踏み出す勇気を与えることができたらと思います。 

＜報告会参加者の声＞                             

・「自信のない自分を変えたい」という動機で参加されたのがすごいと思いました。 

私も自信がないので海外ボランティアやまた他の形でもいいので何とか自分に自信を持ちたいと感じました。 

・ただ船に乗って 2 ヶ月間過ごすだけのものだと思っていたら全然違いました。一番びっくりしたことは、このプログラム

には日本青年の代表として参加するということです。そんなプログラムがあることを知らなかったので驚きました。 

CEC（文化教育交流会）主催 オーストラリアホリデーに参加              5/20（長久手キャンパス）

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部３年生 浅井知子さん

 

目 次 
「海外派遣・海外ボランティア活動報告会」を 

行いました！！！                  １

ボランティア活動に参加しました       ２～３

学生活動紹介～アースデイ～          ４ 

CCC 開設科目                    ５ 

予告!!! エコメッセ やりまっせ！！！      ６ 

CCC 学生スタッフ紹介               ７ 

〈番外編〉今、あの先輩は・・・           ８ 

＜報告者の声＞ 

オーストラリアの老人ホームでボランティアを経験し、今回その活動についてお話しました。

多くの学生の方に集まっていただいて、大変嬉しく思います。認知症のお年寄りと英語でコミュ

ニケーションをとることは大変でしたが、気持ちは必ず伝わること、また、現地スタッフの方とも

友情が築けたことなどお話しました。思い出を振り返る貴重な機会をいただき、また、学生の皆

さんとフリートークをするうちに、さらに他の活動に参加して、成長していきたいと感じました。 

 ＜参加者からの質問＞ 

 Ｑ．日豪の相違点は？それはボランティアに影響したか？ 

Ａ．最初に仕事の説明も無く不安もありましたが、それは個人の自主性を重んじるこの国のスタイルだと感じました。 

Ｑ．今まで一人旅はどこに？ Ａ．オーストラリアと韓国に行きました。 
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  No.1 

学生のボランティア参加レポートを紹介します！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
文化創造学部３年生 長沼将さん 

 

天候にも恵まれ、気温も温かく絶好の水やり日

和でした。 

水を得た花は日光に喜びを隠せない様子でし

た。花が街を彩り、人々の心を潤してくれたら、こ

んなにうれしいことはないと感じました。 

 

        
文化創造学部３年生 奥村香菜子さん 

 

 はじめは興味本位で参加したのですが、実際に領事館の

相談現場を見て、大学で学んでいる以上に、問題の深さを

感じました。当日は、積極的にいろんな人と話をして、もっと

現実を知る必要があると思いました。 

参加者の対応や受付補助のボランティアをしながら、体と心

でいっぱいで感じた 1 日でした。 

最後には、フィリピン料理が用意 

され、皆でダンスをして盛り上がり 

ました。みんなからの「ありがとう」 

という言葉は決して忘れません。 

 

 

医療福祉学部２年生 上杉あゆみさん 

 

私は女性の車いすの方の担当になりました。最

初にお昼ごはんを食べ、その後公園内を散歩しまし

た。車いすを押すのは講座以外では初めてで、とて

も緊張しました。あと、きちんと声をかけ「こう動きま

す」と言うことの重大さを改めて理解しました。また、

とっさのことにもきちんと対応していかなければなら

ないと思いました。‘知っている’だけでなく、‘知って

いることをどう発揮できるか’が大事だと感じまし

た。 

 

医療福祉学部３年生 幅田彩香さん 

 

参加者はほとんどが子どもでしたが、私が担当したのは成人

の男性の方でした。ガイドのお姉さんが出すクイズに一緒に悩

みながら答え、楽しく工場見学ができました。同じものを見てい

るのに、受け止め方や反応が違うのでとても学びが多かったで

す。また、子ども達と遊ぶ機会もあり、元気いっぱいの子ども達

に私のほうがパワーをもらった気がします。 

 

文化創造学部１年生 水永磨弥さん 

 

国際的なボランティアは今回が初めてだったので「できるかな？」って緊張していたけれど、実際に会場に着くと、周りの

人たちがすごく優しく、親切な人たちばかりで安心して活動できました。そして、普段話したりできない他大学の人やブラジ

ルの子どもや大人・先生とも話すことができ、出会いの輪も広がって良かったです。 

 

星ヶ丘 
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  No.2 No, 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

文学部３年生 竹田政代さん 文学部３年生 松原奈々未さん

外国人も日本人も一緒に楽しむこと

ができるボランティアでした。仕事内

容は細かくきめられていなかったの

で、かえっていろいろな経験が出来た

と思います。ピエロと一緒に募金集め

をしていた時間がとても楽しかったで

す。アメリカなど異国の文化に触れる

ことができると共に、人と人とのコミュ

ニケーションの素晴らしさに改めて気

づくことができたと思います。 

 最初、受身の姿勢で参加したらあまり満足

のいく手伝いをさせてもらえませんでした。自

分から仕事をもらいに行き、風船を持って寄

付をよびかけていた外国の人と一緒にまわっ

ることになったので、様々な国の人との交流に

かかわることができました。日本では見られな

いフランクさを目の当たりにして、本当に自分

も笑いながら参加できました。終わったときに

自分の集めた寄付チケットを見ると、とても達

成感を味わえました。また次も参加したいと思

いました！！！ 

 
                                     

 

ビジネス学部３年生 天野亜矢子さん

愛知万博をきっかけに、小牧市とタンザニアは友好条約を結んでいます。私たちはゼミでタンザニアについて紹介

する活動に携わることになり、今回「こまき産業フェスタ」でボランティア活動をしてきました。主にタンザニア直輸入品

の販売活動を行ない、キリマンジェロコーヒー、民族衣装であるカンガ（布）や伝統美術（ティンガティンガ）をモチーフ

 

         

長久手 

にしたハガキや鉛筆などをたくさん買ってもらうことができました。しかし、タン

ザニアについて質問を受けた時、答えられなかったこともあり、まだまだ勉強

する必要があると実感しました。至らない点もありましたが、自分たちで作成し

たビラを配ったり、POP 作成を積極的に行った結果、たくさんの方にタンザニ

アについて興味を持っていただくことが出来ました。次回のボランティア活動

までには、タンザニアについての知識をより深め、もっと分かりやすく説明でき

るようにしたいと思います。 

文学部３年生 市橋由実さん

今回初めてノートテイクのボランティアに参加しました。「先生が話して

いることを書いて伝える」という簡単なものだと思っていました。しかし、

実際にやってみると、予想以上に先生の話すスピードが速くて、ペンが

追いつかなくなることもあり、思っていたよりとても難しいものでした。初

めは情報を保障することへの責任が重かったのですが、授業中に私が

書いたものを頷きながら読んでくれたり、他の学生が笑っているとき一緒

に笑ってくれたりしたとき、ノートテイクをやって良かったと思いました。 

長久手ノートテイカーズ 
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普段、カフェで出されるプラスティック容器は捨ててしまって 

もったいない･･･。自分のボトルやタンブラーにドリンクを入れて 

もらえば、ゴミも減るし、お気に入りのボトルで飲むドリンクは何より

おいしい!!! そんなオシャレで楽しくできるエコ活動をしているのが

「OSHARECO」です。 

当日はマイボトルにドリンクを入れてもらえる店舗をイベント 

参加者と一緒にまち歩きしました。初めて、タンブラーにドリンクを入

れてもらって楽しかったという声も聞かれ、楽しみながら広がってい

く OSHARECO（オシャレコ）の“わ”を実感することができました。 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そもそも、 

アースデイって何？？ 
地球に感謝して、行動する日、それがアースデイ。 

1970年に始まり、毎年世界中で行われています。 

難しく考えられがちな環境問題を楽しみながら、感じ、考え、あなた

なりのアクションを探すきっかけを提供してくれるイベントです。

そして、今年、アースデイ（Earth Day Aichi 2008）は、 

4月 19,20 日に久屋大通公園一帯で開催されました。 

多元文化学会はフェアトレードをより多くの人に知ってもらおうと、

ワークショップを体験しながらフェアトレードコーヒーを楽しめる「まる

ちかふぇ」を出店しました。フェアトレードとは、「フェア」な「貿易」のこ

とです。 

フェアトレードに興味があった人、コーヒーが飲みたかった人など

が来てくれました。少しでもフェアトレードについて理解してもらい、

途上国の現状について知ってもらえたのではないかと思います。 

文化創造学部多元文化学会

フェアトレードコーヒーショップ

「まるちかふぇ」出店!! 

私たち「エコのつぼみ」は、身近なマイはしを通して「一人でも多くの

方に環境問題に関心を持ってもらおう！」、「楽しくエコしてもらおう！」

と、マイはし装飾のブースを出しました。袋付きマイはしを購入後、マ

ニキュアやペンで装飾してもらい、こちらでニスを塗ってお渡しすると

いう流れでした。 

二日間大盛況で、用意していた 100 膳もあっという間に完売しまし

た。「今の時代、マイはしは必要だよな。」「今日から早速使おう。」など

とつぶやいていた方々を見て、非常に嬉しく思いました。 

ちゅうでんエコの輪「エコのつぼみ」 

「マイはし装飾ブース」出展!! 

学生団体「OSHARECO(オシャレコ)」

参加者と一緒にまち歩きを実施!!
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愛知県では、ブラジルやペルー

出身の外国籍住民の方が多く住

んでいます。この授業では、地

域に暮らす外国人コミュニティで

のフィールドワークやボランティ

アをしながら、発見や気づきを得

て、今後は学生みんなで企画を

考えていきます。 

この活動を通した出会いを大切にできるような交流の場を設けていきたいと

思っています!!みなさんの理解と協力により、障がいの有無に関わらず、とも

に学べる大学づくりができればいいですね。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
                                                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一言で言うと、「話の内容を同時進行で文字にして書き伝える通訳」。現在聴覚に

障がいのある学生さんが大学生活を送っていますが、先生の講義内容だけでな

く、授業の雰囲気を伝えるノートテイクはとっても重要な役割を果たしています。 

4 月 21 日（月） 長久手キャンパスでスタート！！ 

石黒文子先生 

 

 

小島祥美先生 星が丘キャンパス  

小林三太郎先生 長久手キャンパス  

CSR(企業の社会的責任)について学生同士がディスカッションを通じて理解

を深め、中部電力と協力して実際に中電の CSR 活動を企画立案していま

す。この授業は、先生も生徒もアツイ人たちばかりでとても刺激的です！！

文化創造学部３年生 桐生大也さん 

今後は作成した企画書を中部電力で

プレゼンテーションし、評価をしてい

ただきます。その後、企画書に基づく

活動を地域で実践する予定です。継

続性のある企画になるかがポイント

だと思います。 

先日、ノートテイク講座とガイダンスを行い、聴覚の仕組みや障がいのある学

生さんが学生生活で感じる困難について学び、ノートテイク体験を行いました。

最初は、「思った以上に書くのは難しいな･･･」と感じるようです。書く速さは話す

速さの 5 分の 1 以上と言われていますから、遅れを感じながら書いていくのが

現状ですが、回数を重ねるごとに、「楽しい」という声が寄せられています。 

詳しい学生さんの活動報告は４ページを見てください。 

授業内容 

「ブラジル人移民 100 周年イベント」で、日系ブラジル人である具志・アンデルソ

ン氏の講演会に行ってきました。具志さんは、現在、三重県内の小・中学校で

活動されています。講演会に参加された学生さんから感想をお聞きしました。 

 

『具志さんの講演を聴き、彼の経験してきたことは、決していいことではないこと

もあったけど、その１つ１つが今の具志さんを作っているのだと思いました。ま

だ、日本には多くの外国人差別が残っているけど、具志さんは、その１つ１つに

真剣に向かい合っていると思いました。』   

文化創造学部 3 年生 日置圭さん

授業内容 

今後の予定は？？

先日は･･･ 

ノートテイクって？？ 

今後は？？ 

担当講師石黒先生より 

「地域活動総合演習ⅡＡ」

の履修生が在日ブラジル

人向けフリーペーパーの

表紙に!!!! 

「授業があるから参加できなかっ
た…」「星が丘キャンパスでもや
ってほしい」そんな声をいただい
たことから、現在個別でノートテ
イクのガイダンスを行っていま
す。興味のある方は CCC まで。

地域活動総合演習ⅡA 

コミュニティ・サービスラーニングⅡA 

（企業の CSR 活動） 
 

ノートテイク講座＆ガイダンス 
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来る７月１２日（土）、星が丘キャンパスにて開催される『エコメッセ in 愛知淑徳大学』！ 
学生さんたちが、日ごろから行っているエコ活動を紹介します！ 

どれもこれも面白くて魅力的な企画ばかり☆そこで、発表される皆さんに、当日への意気込みをうかがいました。 
ここではその一部を紹介します！ 

                                            
                                             

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  
 
 

 

 

 

 

 

 

                               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

淑楓祭長久手キャンパス 

虹のとびら 

淑楓祭星が丘キャンパス

「表浜 BLUE WALK（海岸清掃活動）」について紹介します。

この活動を通じて社会問題に触れ、苦しく、無関心になる

のではなく、素敵なたくさんの仲間とともに、考えながら、楽

しみながら、行動して笑顔を増やしていきたいです！ 

三流亭赤福による、寄席落語！ 

楽しんで聞いて

頂けたら幸いで

す！ 

『紙屑屋』 

落語からエコを考

えます！ 

「淑楓祭エコプロジェクト」について

紹介します！大学祭でもエコにと

りくんでいることを、この機会に皆

さんに知って頂けたらと思ってい

ます☆ 

OSHARECO ・ エコのつぼみ ・ ASUGAN ・入ボラ ・ みーちゃんと仲間たち・ みのむし・ 卒業論文事例紹介 ・表現文

化専攻学生有志・ ほりかわC3 ・ 中電エレクトリカルチーム ・ 小川ゼミ☆エコ田組 などの皆さんから、活動の紹介があ

ります。どうぞお楽しみに！！！！！ 

しゅくエコによる「ECO ラリー」！

スタンプラリーを通して、輝く淑徳のみんな

を知っていただく「きっかけ☆」になりたい

です！ 

多元文化学会 

エコは初の試みですが、多元らしく、

様々な視点からエコを追求していきた

いです！！！ 

「淑楓 ECO 祭」にて、意外と知られていない実行委

員会ボランティア担当の活動について紹介します！

ぜひ聞いてください！！！ 

「淑風祭エコプロジェクト」について紹介します！大学

祭でもエコに取り組んでいることを、この機会にみな

さんに知って頂けたらと思っています☆ 
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CCC には学生スタッフがいることを知っていますか？コラボ通信やボランティア情報誌を作成したり、学生

さんの対応をしたり…多くの学生さんがボランティア活動や地域社会に関心を持ってもらえるように頑張って

います！分からないことや聞いてみたいことがあれば、気軽に声をかけてくださいね☆ 

では、スタッフ紹介のはじまり～～♪♪ 

           

           

   

 
 

 

 
 
  

 

文化創造学部３年生 

西脇利奈 

週の始めは CCC に立ち寄って

ください☆たくさん情報ゲットで

きますよ☆笑顔で待ってます♪ 

文化創造学部３年生 
堀友弥 

一歩をふみだそっ♪火曜日は

人が少ないのでねらい目です

是非来てね☆ 

文化創造学部３年生 

桐生大也 

何かやりたいと思ったらすぐ

CCC へ！！きっとあなたを変え

る何かが見つかるはず☆ 

文化創造学部４年生 

大薮里奈 

色んな人とお話しするのが大好

きです☆ぜひ CCC に遊びに来

てくださいね♪ 

国際交流研究科２年生 
近藤久恵 

大学へ来たら、必ずＣＣＣへＧ

Ｏ！ＧＯ！楽しいスタッフがあな

たをお迎えします☆ 

NAGAKUTE 
月 

水 

木 

金 

火 

現代社会学部４年生 

柴田督史 

何かを始めるきっかけを探して

いる人は、ぜひ CCC を最大限

利用してください！！ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学部４年生 
金井綾美 

まず来てみるだけで新しい発見

があるはず。やりたいことがあ

ったら相談して下さい。 

水 

文学部３年生 

伊藤かほり 

CCC には、あなたを変える何か

があるはず！どんどん遊びに

来てくださいね☆  

木 

現代社会学部４年生 

朝倉浩之 

皆さんとより近い立場で話しが

出来ると確信しています！ 

是非 CCC にお越し下さい☆ 

木 

火 

みんな、CCC に来てね～～♪♪ 

HOSHIGAOKA
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CCCは、毎日多くの学生さんが利用する場となっています。学生さんと接していると、みなさんがそれぞれいろ

んな思いを持っていることが感じられ、とても楽しいひとときです。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．．．先輩方、貴重なコメントをありがとうございました。 

（学生スタッフ一同） 
 

 長久手キャンパス 星が丘キャンパス 

利用時間 9:00～18:30 

場所 
アクティブ 
ラーニング 
スタジオ内 

1 号館 1 階 

連絡先 0561-62-4111 052-781-1151 

E-mail asccc@asu.aasa.ac.jp 

元長久手 CCC 学生スタッフ 水野 麻美さん 

（2008 年卒業 現代社会学部現代社会学科） 

現在私は八十二銀行中津川支店に勤めており、預金と為替を担当しています。 

まだわからないことだらけですが、日々勉強で新しい事を学んでいます。 

学生と社会人との違いは、学生は守られていますが、社会人は常に責任を伴っている

ことだと思います。できることなら大学生に戻り、充実した学生時代をやり直したいで

す。また、金融についても勉強をして資格を多く取得したいです。 

CCC の思い出は、まだ CCC が「準備室」の時からお手伝いしていましたが、CCC は

学生と社会人の中間にあり、CCC と出会っていなければ、今の自分は無かっただろう

と思うくらい大きな存在でした。 

元星が丘 CCC 学生スタッフ 佐藤 元紀さん 

（2008 年卒業 文化創造学部多元文化専攻） 

私は有料老人ホームに勤めています。福祉を専攻した訳ではないですが、人の役に立ち

たいという思いがあり、介護という人が人に直接サービスを提供する仕事を選びました。今

は、入居者の食事介助、ボランティア団体の受け入れ交渉などの仕事を行っています。自分

の手によって入居者の生活をサポートすることで、「ありがとう」という言葉をもらったり、企画

したイベントに参加して喜んでもらったりすることに、大きなやりがいを感じています。 

いずれはケアマネジャーの資格を取得してより活躍できるように頑張ります。 

今回は、今年（2008年 3月）卒業された先輩で、 

学生スタッフとして CCC を支えてくださった方に、現在の

生活の様子と学生生活を振り返って思うことなどを寄稿して

もらいました。 

学生生活を送る上での参考にしてください!!! 


